
 

2021 年度 事業報告 
2021 年 4 月 1 日から 2022 年３月 31 日まで 

クローバーの会＠やまがた 

1． 事業の成果 

事業実施により、さまざまな困難を抱える若者たちが不名誉感や傷つきを感じることなく、気軽に

立ち寄ることが出来る敷居の低いフリースペースの活動ができた。加えて、そこからステップアップ

する形で地域食堂（子ども若者食堂「みどり町こどもひろば」）を開くことができ、参加する若者の

活躍の場を創出することも出来た。また親の会で当事者家族の孤立を防ぎ、家族間の雰囲気をやわら

げたり、凝り固まった価値観を緩めたりすることで、辛い状況にある方に支援を届けることが出来

た。   

この 3つの活動がお互いに入口や出口となり、それぞれの活動を行ったり来たりできる作りにできた

ことは、参加者の足場を増やすことになった。 

２０２１年度は、南陽市『Believe南陽』、庄内親の会『明日のとびら』、朝日町『ゆるりお茶飲み

会』の立ち上げ支援をしたことで、親の会のネットワークが強化されただけでなく、県内に相談窓

口、支援団体が増えたことは孤立する家族にとって大きな助けとなった。 

また、コロナ禍で困窮する子育て世帯、中でもひとり親家庭に重点を置き「フードパントリー」（食

料無料配布）を開催することが出来た。それをきっかけに、ひとり親家庭をその先の支援につなぐ新

たな活動の展開につながった。 

 新たに、若年女性の居場所づくりや衛生用品配布を行い、コロナ禍による女性の孤立感にも支援を

届けることを始めた。 

9月からは、学校に行かないことを選択した小中学生の居場所づくりとして「フリースクールよつ

ば」をスタートさせた。 

全体の事業を通して、多様な背景をもつ、子ども・若者たち、その親たちの困りごとやニーズをキャ

ッチし自立支援に導くことができた。 

 

1 「不登校・ひきこもりの相談窓口の開設」事業 

2 「子ども・若者に居場所を提供するフリースペース・フリースクールの運営」事業 

3 「不登校・ひきこもりの家庭を対象とした親の会開催」事業 

4 「地域に根ざした親の会の立ち上げ支援」事業 

5 「地域住民への理解促進を目的とした学習会などの開催」事業 

6 「子ども・若者を中心とした地域食堂の運営」事業 

7 「拠点型学習支援」事業 

8 「ひとり親、困窮する子育て世帯への支援」事業 

9 「コロナ禍における女性のつながりサポート」事業 

 

※①～⑦は「令和 3 年度若者相談支援拠点設置運営事業」の業務委託（山形県しあわせ子育て応援

部 女性・若者活躍推進課）を受けて実施。②のフリースクールと⑧(12 月～3 月は山形県しあわせ

子育て応援部子ども家庭支援課の委託事業として)は自主事業として実施。⑨は業務委託(山形県し

あわせ子育て応援部 女性・若者活躍推進課)を受けて実施。 

 

 

 

 

 



 

 

２．事業の実施に関する事項 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

・活動報告『クローバー通信』:年間 12 回（350 部/回）発行 

・e スポーツ：年間 12 回（のべ参加者数 88 人） 

・ギター部：年間 3 回（のべ参加者数 7 人） 

・格ゲー：年間 8 回（のべ参加者数 30 人） 

・アニメ部：年間 5 回(のべ参加人数 11 人) 

・卓球：年間 4 回（のべ参加者数 30 人） などを開催 

・みどり町こどもひろば芋煮会(里芋収穫会)：10/9 開催参加者 29 人※山形北ロータリークラブ様より招待 

 

※コロナ感染拡大防止のために、オンラインと対面のハイブリット開催や人数制限を設けたり、

二部制にしたりしての開催。 


